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お
も
な
内
容

平成19年度  予算の執行状況　行政改革 成果のお知らせ 2～3

　

福　祉 14～16

教育委員会からのお知らせ 17～19

児童手当・児童育成手当対象者の皆さんへ
学童保育クラブ夏季臨時指導員の募集　ほか

草花の寄せ植え体験をしてみませんか
消防団の消火活動に伴う駐車のご協力について
堆肥を引き取ります　ほか

就学援助費の申請はお済みですか
アーリーサマーコンサート　ほか

人口 33，867人  （23人増）
　男 17，330人  （20人増）
　女 16，537人  （3人増）
世帯 13，426    （40世帯増）
外国人登録数 630人

5月1日現在
（　 ）は前月比

人 口 と 世 帯

62008 平成20年

みずほ伝言板 4～7

インフォメーション   8～11

　５月１８日、残堀川整備完成記
念事業が行われ、式典後、整備さ
れた残堀川の上流（狭山池公園
下）で、子どもたちが日本の固有
種イシガメの放流をしました。
　きれいな川であり続けて欲し
いと願います。（関連記事１３・２４
ページ）

イシガメの放流
耕心館 指定管理者募集
ダイオキシン類測定結果、大気環境調査の結果
東京フィルハーモニー交響楽団サマーコンサート　ほか
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町
で
は
「
瑞
穂
町
第
３
次
行
政
改
革
大
綱

（
平
成
　
年
　
月
策
定
）」
に
基
づ
き
、
行
政

１７

１０

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
大
綱
で
は
、
次
の

４
つ
の
大
き
な
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
１
 住
民
と
と
も
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

　
２
 行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
推
進
と
機
能

　
　
 的
・
効
率
的
な
組
織
づ
く
り

　
３
 行
財
政
基
盤
の
強
化
と
時
代
変
化
に

　
　
 対
応
す
る
行
財
政
運
営

　
４
 行
政
改
革
の
継
続
性
の
確
保

　　
こ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み

計
画
（「
実
施
細
目
」
と
い
い
ま
す
）
を
基

に
毎
年
度
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
取
り
組
み
が
し
っ
か
り
と
進
ん
で
い
る
か

を
毎
年
度
確
認
し
、
住
民
の
代
表
８
人
で
組

織
し
た
行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
３
月
　
日
３１

に
報
告
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
達
成
状
況
は
、
１
１
３
項

１９

目
の
う
ち
「
一
定
の
成
果
を
得
た
項
目
」
が

　
項
目
、「
現
在
取
り
組
み
中
で
あ
る
が
目

５２標
を
達
成
し
て
い
な
い
項
目
」
が
　
項
目
あ

３０

り
ま
し
た
。「
達
成
で
き
な
か
っ
た
、
も
し

く
は
平
成
　
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
開
始
す

２０

る
予
定
の
項
目
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
さ

ら
に
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
実
施
細
目
は
、
計
画
期
間
が
平
成
　
年
度

１８

か
ら
　
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
既

２２

に
達
成
し
た
事
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成

　
年
度
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

２０　
平
成
　
年
度
の
行
政
改
革
の
成
果
は
、
決

１９

算
額
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
見
込
み
の
数

値
で
す
が
、
収
入
の
確
保
は
約
４
９
０
０
万

円
、
支
出
削
減
は
約
7
０
０
万
円
の
効
果
が

あ
り
、
合
計
約
５
６
０
０
万
円
の
節
減
効
果

が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
節
減
金
額
は
、
今

後
、
施
設
の
改
修
や
新
た
な
行
政
課
題
に
投

資
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

　
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
を
検
討
し
た
結

果
、
石
畑
保
育
園
は
平
成
　
年
４
月
か
ら
指

２０

定
管
理
者
に
よ
る
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

耕
心
館
は
平
成
　
年
　
月
か
ら
指
定
管
理
者

２０

１０

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
自
己
評
価
や

指
定
管
理
を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
を
他
自

治
体
に
先
駆
け
て
開
発
し
、
試
行
し
ま
し

た
。

●
部
制
の
導
入

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
行
政
管
理
機
能
を
強
化
す
る
と

と
も
に
横
断
的
に
機
能
す
る
組
織
と
す
る
よ

う
検
討
し
た
結
果
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
部

２０

制
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
課
や
係
の
統
廃
合
を
視
野
に
入
れ

て
継
続
的
に
組
織
を
見
直
し
、
人
員
や
人
件

費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

●
人
事
考
課
制
度
の
導
入

　
職
員
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
能
力
・
成

果
主
義
に
よ
っ
て
職
務
を
評
価
す
る
人
事
考

課
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
評
価
結
果
を
昇
給
に
反
映
さ
せ
る

査
定
昇
給
制
度
を
主
軸
と
し
た
給
与
構
造
改

革
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
　
年
度
の
人
事
考

１９

課
の
結
果
は
、
管
理
職
の
昇
給
に
反
映
さ
せ

ま
し
た
。

●
財
源
の
確
保

　
防
衛
省
か
ら
米
軍
再
編
に
伴
う
交
付
金
と

し
て
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
間
で
約
　
億
円

１９

１０

１１

を
確
保
し
ま
し
た
。
平
成
　
年
度
は
、
約
３

１９

９
０
０
万
円
の
歳
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
と
し
て
は
、
税
の
差
し
押
さ
え

に
よ
る
滞
納
整
理
の
強
化
等
に
よ
り
財
源
の

確
保
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
・
都
の
補

助
金
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
た
。

問
合
せ
　
企
画
財
政
課

　
　
　
　
始
５
５
７
―
７
４
６
８

行
政
改
革

成
果
の
お
知
ら

行
政
改
革
 成
果
の
お
知
ら
せせ

平
成
　
年
度
の
成
果

１９

恐

況

挟

狭

恭恭

狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

平
成
　
年
度
に
取
り
組
ん
だ

１９

主
な
内
容

恐

況

挟

狭

恭恭恭恭

狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

●
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
つ
い
て

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
利
用
者
に
多
少
の
負
担

を
い
た
だ
く
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
会
館
使
用
料
等
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

●
部
制
導
入
に
つ
い
て

　
部
制
導
入
後
は
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
を

推
進
し
、
そ
の
節
減
額
を
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
た
め
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。
部
内
ま

た
は
部
間
に
お
い
て
は
、
情
報
の
共
有
化

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
事
務
の
一
元
化
と

し
て
、
同
様
の
事
務
を
複
数
の
部
署
で

行
っ
て
い
る
場
合
は
、
共
通
す
る
事
務
を

統
合
し
て
ス
リ
ム
化
を
図
る
こ
と
。

●
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

　
職
員
の
行
政
改
革
に
対
す
る
意
識
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
積
極
的
に
意
識

高
揚
に
取
り
組
む
こ
と
。
平
成
　
年
度

２０

中
に
職
員
の
行
政
改
革
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
。

行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
３

月
　
日
開
催
）
か
ら
い
た
だ

３１
い
た
主
な
意
見

恐

況

挟

狭

恭恭恭恭

狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

 2広報みずほ　平成20年6月号

収入済総額

民 生 費

土 木 費

総 務 費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

公 債 費

議 会 費

諸支出金

商 工 費

そ の 他

一般会計

特別会計

118億3,115万円

一般会計は当初予算で、11８億２，３２０万円でスタートしました。
これに４回の予算補正を行い、現在の予算額となっております。

町　　　税

都 支 出 金

国庫支出金

地方消費税交付金

地方譲与税

繰　越　金

使用料及び手数料

寄　附　金

町　　　債

そ　の　他

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等

歳  入

112億3,453万円
支出済総額

歳  出

予算現額

住民1人当たり
33万1，950円

※住民1人当たりは、平成20年3月31日現在の人口（3万3,844人）で割った金額です。 ※予算現額には予備費充用額を含みます。

住民1人当たり
30万4,730円

収入済額
予算現額
支出済額

（平成２０年３月３１日現在）平成19年度 予算の執行状況

◆一般会計事業債 48億5,107万円
◆下水道事業債 33億5,315万円
◆駅西土地区画整理事業債 7億5,100万円
◆介護保険事業債 537万円

◆土　地‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥48万1,783㎡
◆建　物‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥08万2,077㎡
◆基金総額‥‥‥‥‥‥‥‥‥89億5,925万円

特別会計 予算現額 収入済額（執行率％） 支出済額（執行率％）
32億8,260万円
6億 218万円
9億2,734万円
15億8,232万円
13億1,603万円

551万円
2,745万円
786万円
63万円

77億5,192万円

103億1,327万円

町債の状況

６７億2,435万円
67億5,634万円

34億1,931万円
32億5,225万円

19億 226万円
12億8,684万円

17億7,726万円
14億3,875万円

16億7,330万円
15億5,183万円
16億2,426万円
14億3,930万円

5億4,770万円
4億9,982万円
4億7,888万円
4億7,764万円

1億7,282万円
1億6,493万円

9,137万円
9,137万円
4,915万円
4,472万円
9,484万円
6,582万円

17億2,504万円
15億3,854万円

7億4,452万円
7億4,452万円
7億3,508万円
4億6,350万円

4億1,981万円
4億1,981万円

1億 402万円
1億 402万円

2億5,244万円
2億5,244万円
1億9,314万円
1億7,773万円

7,360万円
0万円

81万円
81万円

8億5,834万円
7億7,682万円

町の財産

31億1,415万円
3億0,680万円
8億8,034万円
14億7,393万円
11億8,321万円

38万円
1,845万円
168万円
7万円

69億7,901万円

（89.9）
（44.6）
（76.7）
（90.1）
（88.0）
（06.9）
（63.6）
（20.4）
（011.1）
（83.8）

（94.7）
（87.6）
（80.8）
（96.7）
（97.9）
（100.0）
（94.6）
（95.5）
（100.0）
（93.1）

34億6,546万円
6億8,718万円
11億4,837万円
16億3,597万円
13億4,425万円

551万円
2,903万円
823万円
63万円

83億2,463万円

‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

国民健康保険
駅西土地区画整理事業
下 水 道 事 業
老人保健医療
介 護 保 険
殿ケ谷財産区
石 畑 財 産 区
箱根ケ崎財産区
長 岡 財 産 区
特別会計合計
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